
県立高校改革実施計画（Ⅰ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１０月 

神奈川県教育委員会 

 
 
 
 

小田原東高校 
普通科・専門学科併置校 

設置計画 



1 

１ 対象校・位置・実施年度 

 
（１）対象校   小田原総合ビジネス高等学校 
（２）位置    小田原総合ビジネス高等学校敷地（小田原市東町４－１２－１） 
（３）実施年度  平成２９年度 

 

２ 設置の目的 

 
○ 社会や経済のグローバル化や情報化の進展等を踏まえた先進的な商業教育を展開す 
る商業に関する学科(総合ビジネス科)と、普通教育を展開する学科(普通科)を併置す 
る高校として設置する。 

 
○ グローバル社会で活躍できる将来のリーダーやスペシャリスト、また、観光など地 
域産業に根ざしたビジネスの担い手となる発想力・創造力豊かな人材の育成を図る。 

 

３ 基本的コンセプト 

 
○ 学年制による全日制普通科と専門学科とを併置する県立高校として教育を展開する。 

 
○ 普通科としての学習の取組みと教育の展開 

併置校の特性をいかして、共通教科・科目による教育課程を編成し、グローバル社 
会で活躍できる将来のリーダーの育成に向け主体的に学び、考え、行動することがで 
きる普通教育を展開する。 

 
○ 総合ビジネス科としての学習の取組みと教育の展開 

ビジネスの基礎的な知識と技能を学習するとともに、グローバル社会で活躍できる 
将来のスペシャリストの育成に向け、専門分野を深化する系を設定し、個々の興味・ 
関心や進路希望に対応したビジネス教育を展開する。 

 
○ 学科併置の特色をいかした教育活動の展開 

これまでの総合ビジネス科の教育内容を充実、発展させるとともに、新たに設置す 
る普通科が商業科目を履修できるよう教育課程を編成し、普通科における職業教育の 
充実を図る。 

 
○ 地域活性化に向けたプロジェクト学習の展開 

県西地域の観光産業等の活性化に向けた、プロジェクト学習を展開し、地域の活性 
化につながる観光ビジネスの担い手となる発想力・創造力の育成を図る。 

 
○ 豊かな人間性を育成するための特別活動等の活性化の充実 

地域連携活動や教科学習活動、学校行事及び部活動等を積極的に展開し、人間性豊 
かで人間関係構築能力に優れた人材を育成する。 
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４ 設置形態 

 
（１） 課  程   全日制の課程 

（２） 学  科   普通科 

総合ビジネス科（商業に関する学科） 

（３） 学校規模   全日制の課程 ７２０名（１８学級規模程度） 

           普通科     ３６０名（各学年１２０名 ３学級規模程度） 

総合ビジネス科 ３６０名（各学年１２０名 ３学級規模程度） 

            ※学級規模は予定であり、入学定員の発表時に確定 
（４） 修業年限   ３年 

（５） 学  期   ３学期制 

（６） 履修形態    学科ごとの科目履修及び選択科目の科目選択 

（７） 授業展開    ５５分６限を基本とし、必要に応じて弾力的な授業時間を設定 

＜日課表＞ （予定） 
 （月）～（金） 

ショートホームルーム  ８：４０ ～  ８：５０ 
１  校  時 ８：５０ ～  ９：４５ 
２  校  時 ９：５５ ～ １０：５０ 
３  校  時 １１：００ ～ １１：５５ 
昼  休  み １１：５５ ～ １２：４０ 
４  校  時 １２：４０ ～ １３：３５ 
５  校  時 １３：４５ ～ １４：４０ 
６  校  時 １４：５０ ～ １５：４５ 

ショートホームルーム １５：４５ ～ １５：５０ 
   

５ 入学者選抜 

 
（１） 募集の区分  一般募集（中学校卒業見込み者及び中学校既卒業者） 
（２） 選抜の区分  共通選抜 
（３） 選考の方法  事前に公表した「公立高等学校入学者選抜選考基準」に基づいて、 

選考する。 

 

６ 教育課程 

 
（１）基本的方針 

○ 高等学校在籍３年以上で、必履修科目を履修し、高等学校学習指導要領に基づい 
て学校において定めた卒業までに修得させる単位数を修得することで卒業とする。 

 
○ 総合ビジネス科において、専門教育に関する教科・科目の履修については、２５ 
単位を下らないこととする。 
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（２）教育展開の方針 
○ 普通科と総合ビジネス科の併置の特色をいかした相互の科目を履修できる教育を 

展開するとともに、地域の特性を活用した県立高校生学習活動コンソーシアムによる 
教育を展開する。 

 
○ 学習意欲の高い生徒の更なる学力向上をめざし、「伸びる生徒を伸ばす工夫」を 
考え、総合ビジネス科にアドバンスクラスを設置する。普通科においても進路希望 
状況等に応じてアドバンスクラスを設置する。 

 
○ 総合ビジネス科において、基礎・基本を学んだうえで、いくつかの分野において 
より専門的な内容が深められるよう、系を設置するとともに、進学する生徒にも対 
応できるよう多様な選択科目を設置する。 

 
○ 本校敷地内の常設店舗を展開し、授業の実践の場として販売実習を行う。 

 
（３）編成の方針 

○ 一人ひとりの進路希望や興味・関心等に応じて設定した課題について、知識や技 
能の深化・総合化を図る総合的な学習の時間、課題研究等を設定する。 

 
○ 普通科において、集中講座など、柔軟な履修形態による職業教育を展開する。 

 
○ 総合ビジネス科において、共通履修科目、系の専門科目、系を超えた選択科目で 
構成する。 

 
○ 県立高校生学習活動コンソーシアムの活用など、学校外での学習効果による単位 
認定を行う。 
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（４）教育課程表（予定） 

○ 普通科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

保
健
①

総合

的な

学習

の時

間

①

Ｌ
Ｈ
Ｒ
①

文
系

理
系

文
系

○２学年必修選択 ○３学年必修選択

１
学
年

２
学
年

理
系

英語表現Ⅱ
③

数学Ⅱ
③

数学研究
③

化学
③

体育
②

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語
Ⅲ
④

３
学
年

物理
基礎
②

日本史Ｂ
/世界史Ｂ
⑦

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語
Ⅲ
④

現代文
Ｂ
②

数学Ⅱ
③

数学Ｂ
②

総合

的な

学習

の時

間

①

Ｌ
Ｈ
Ｒ
①

選択α
③

英語表現Ⅱ
③

選択β
②

２
学
年

現代文Ｂ
③

古典Ｂ
②

現代
社会
②

現代文
Ｂ
②

現代
社会
②

数学Ⅲ
⑥ 物理

/生物
④

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅱ
④

化学
③

英語
表現Ⅱ
②

家庭
基礎
②

必修選択
③

音楽Ⅰ

/美術
Ⅰ
/書道
Ⅰ
②

化学
基礎
②

数学Ⅱ
③

物理
基礎
②

体育
②

保
健
①

総合

的な

学習

の時

間

①

Ｌ
Ｈ
Ｒ
①

体育
②

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅰ
③

日本史
Ａ
②

国語総合
④

世界史
Ａ
②

数学Ⅰ
③

数学Ａ
②

体育
③

現代文Ｂ
④

古典Ｂ
③

日本史
Ａ
②

社会と
情報
②

生物
基礎
②

英語
表現Ⅰ
②

古典Ａ（理系）
/数学Ｂ（文系）
/現代英語
/英語発展

/ビジネス基礎
/マーケティング

/簿記
/情報処理
③

３
学
年

文
系

理
系

25

26

国語表現
/地理Ｂ

/郷土史かながわ

/数学発展
/化学基礎発展
/異文化研究
/ﾌｰﾄﾃ゙ﾞｻﾞｲﾝ
/ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
/ﾋﾞｼﾈ゙ｽ経済

/ﾋﾞｼﾞﾈｽ経済応用
/経済活動と法
/財務会計Ⅰ
/ﾋﾞｼﾈ゙ｽ情報

③

現代社会発展（理系）
/物理発展（理系）
/化学発展（理系）
/生物基礎発展

/生物発展（理系）
/英語会話
/英語実践

/子どもの発達と保育
/西さがみの観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ

②

27 28
27 28

選択β

24

選択α

26



5 

 

  ○ 総合ビジネス科 

 

（○囲いの数字は単位数） 

※ 教育課程表は予定であり、変更することがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

保
健

①

総合

的な

学習

の時

間

①

Ｌ
Ｈ
Ｒ

①

会計

ビジネス
系

情報

ビジネス
系

情報

ビジネス
系

○３学年必修選択

17 18 19

商業選択

財務会計Ⅰ（情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ系）

/管理会計（会計ﾋﾞｼﾞﾈｽ系）
/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ会計（情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ系）

/ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報（会計ﾋﾞｼﾞﾈｽ系）
/電子商取引（会計ﾋﾞｼﾞﾈｽ系）

/経済活動と法

/ﾋﾞｼﾞﾈｽ経済
/ﾋﾞｼﾞﾈｽ経済応用

③

会計

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
系

情報
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

系

国語表現
/古典Ａ

/数学実践
/英語実践
/教養基礎

/ｻｰﾋﾞｽ実務
②

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

基礎
②

簿記

④

情報処理

③

国語総合

③

15

進路選択

現代文

Ｂ
②

日本史

Ａ
②

数学Ａ

③

ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務

③

財務会計Ⅰ
④

ビジネス情報
④

原価計算
④

プログラミング
④

３

学
年

体育
②

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
英語Ⅲ

③

進路
選択

②

西さが

みの観
光ﾋﾞｼﾞ

ﾈｽ
②

現代文Ｂ
③

現代
社会

②

政治・
経済

②

生物
基礎

②

商業選択
③

会計
ビジネス
系

Ｌ
Ｈ
Ｒ

①

Ｌ
Ｈ

Ｒ
①

保

健
①

体育

③

音楽Ⅰ
/美術
Ⅰ

/書道
Ⅰ

②

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語Ⅰ
③

科学と
人間生

活
②

課題
研究

②

財務会計Ⅱ
③

ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報
管理
③

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ会
計
③

電子商取引
③

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

③

体育

②

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語Ⅱ
③

家庭

基礎
②

世界史

Ａ
②

数学Ⅰ

②

16

１

学
年

２

学
年
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普通科と総合ビジネス科の併置の特色をいかした選択科目について 

 普通科・総合ビジネス科の併置の特色をいかし、普通科における職業教育の充実を図る 

とともに、総合ビジネス科における個々の進路希望に対応した共通教科・科目の選択を可 

能とする教育課程を編成するため、以下のような科目を設置する。 

 

＜主な科目＞ 

簿 記 … 企業における取引の記録・計算・整理などの基礎的・基

本的な知識と技術を習得させ、実践的な能力と態度を身に

付けさせる。 
  

 

 

ビジネス情報 … 表計算ソフトウェアを利用したビジネス情報システム

の開発について理解させる。また、コンピュータを活用し

て業務を合理化、自動化するなど、実習を中心に体験的学

習を重視し、より効率的なプログラムが作成できるように

するとともに、生徒の創造力や論理的な思考力を育てる。 

  

 

 

西さがみの観光ビジネ

ス 
… 観光の意義と役割および知識を理解させ、観光ビジネス

で活躍できる能力と態度を身に付けさせる。西さがみの観

光ビジネスに関する諸問題を解決する能力を身に付けさ

せ、その実践と情報発信の技能と態度を培う。 
  

 

 
（５）学習指導の工夫 

○ 知識の質や量の改善とともに、学びの質や深まりを重視し、課題の発見と解決に 
向けて主体的・協働的に学ぶ学習や、そのための指導の方法等を充実させる取組み 
を図る。 

 
○ 自らの進路希望や学習目的に基づいて、主体的に学習を進めることができるよう、 
また、基本的な内容から発展的な内容を含め、生徒一人ひとりの個性と能力の伸長 
を図ることができるよう指導する。 

 
○ 専門科目の展開では、実技・実習などの学習活動を充実させるとともに、少人数 
学習や各自の学習ニーズに応じた個別指導が実施できるよう配慮する。 

 
（６）生徒指導等の工夫 

○ 特別活動（ホームルーム活動、生徒会活動、学校行事等）や部活動等の集団活動 
により、さまざまな個性を相互に尊重し、より良い人間関係の構築と自立をめざす。 

 
○ 生徒の状況を的確に把握し、さまざまな課題を抱える生徒に対して、一人ひとり 
に応じた適切な配慮や支援を、学校全体で行う体制を整える。 

 
○ 教師と生徒との信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を育てるとともに生徒 
理解を深める。 
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（７）進路指導の工夫 
○ 生徒が自己のあり方、生き方を考え、主体的に進路を選択することができるよう、 
学校の教育活動全体を通じてキャリア教育を推進するとともに、生徒一人ひとりの 
進路目標の実現を図るため、計画的・組織的な進路指導を行う。 

 
○ 教育課程や学習指導と一体化したきめ細かい指導や進路希望に対応したガイダン 
スの機能の充実を図るなど支援体制を確立する。 

 
（８）学校経営 

○ 学校教育計画に基づき、学校評価や第三者評価の報告をいかすなどして、一層充 

実した自律的・組織的な学校経営に取り組む。 

 

 

７ 施設・設備の整備 

 
○ 普通科及び総合ビジネス科の教育の展開に必要な施設設備の整備を行う。 

 
 

８ その他 

 
○ 普通科及び総合ビジネス科の教育の展開に必要な職員の配置を行う。 
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教育委員会教育局指導部高校教育課 
高校教育企画室高校教育企画グループ 電話(045)210-8254(直通) 
横浜市中区日本大通33 〒231-8509 FAX(045)210-8922 
電話(045)210-1111(代表) 内線8255・8256 


